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NACCS連携機能
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Before After

サイバーポートからNACCS関連業務を実行する機能機能

106業務コード（ECR, BIC, EDA, EDC, ACL, IDA, IDC, BIA 等）対象業務

ブラウザ利用：GUI（2023.3～）、API（2023.10～）利用方法

①ワンストップ化、②CP上の情報項目の自動反映による業務効率化・誤入力削減、
③NACCS関連業務の情報をCP上で簡単に関係者に共有可能利用メリット

許可書等のダウンロード、NACCS電文ファイルの取込等も可能その他

メリット①
ワンストップ化
（netNACCSへの
入力が不要）

メリット②
CP上の情報項目の自動反映による業務
効率化・誤入力削減（ECRではS/I情報
等から最大8割の項目が自動反映）

メリット③
NACCS関連業務の情報
をCP上で簡単に関係者
に共有可能

ブッキング情報、
貨物情報等を保有

様々な関係者が参
画

サイバーポートでは、NACCS関連業務を実行可能
ワンストップ化、業務効率化、誤入力削減等に寄与

別紙


